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巻頭言『コロナを超えたその先を見据えて』 
         公益社団法人福岡県作業療法協会 副会長 濱本 孝弘 

会員の皆様，新たな年度となり新任職員のオリエンテーションや教育，新たな体制を迎えてご尽力

されていることをお察しいたします．福岡県内の新型コロナウィルス感染症新規感染者数78人（3月

13日），359人（3月14日現在）と感染者数も減尐する中でマスク着用も個人の判断に委ねられ，博多

どんたくも4年ぶり通常規模で開催されるなどコロナ前の日常を一歩ずつ，尐しずつではありますが

取り戻しつつあります． 

4年前の新型コロナ感染症が発生する以前を思い起こすと，新任歓迎会，お花見，職員旅行，忘年

会，新年会など職員同士が交流する機会に溢れていました．また，各種研修会においても対面で開催

し，研修会終了後，講師や参加者・運営陣との飲食など大衆に紛れながらああでもない・こうでもな

い・ああしたい・こうしたいと和気藹藹で共感したり，それぞれの想いを語り合ったり，ただただみ

んなと一緒にいることが楽しかったことを思い出します．そして，新型コロナ感染症が流行し，三密

を避け，集合研修はできなくなり，県外の移動も制限されるなど行動制限がかけられるようになりま

した．新型コロナウィルス感染症は人と人との距離を遠ざけてしまうそんな感染症でした．5月8日か

らは感染症分類も5類に引き下げられ，感染対策を行いながら徐々に日常を取り戻していくフェーズ

に代わっていきます．ただ，重症化リスクの高い方が感染しないよう最大限の注意・配慮は必要なの

で，気を緩めるわけにはいきませんが，5類に引き下げられた後の新たな対忚を検討していかなくて

はなりません．この4年で学んだ情報通信技術をさらに活用し，新時代に備えていくような年度にな

ります．作業療法士は，意味ある活動の意味を知る職業人です．作業療法は，成功体験に乏しく，不

安や環境への不適忚に苛まれる対象者に対して，自己有能感を感じることができるよう，自身を大切

に思い生活を営むことができるよう支援することができる職業です．新時代になろうとも作業療法を

必要としている方へ，自信を届け，新たなチャレンジへ誘うことができるような作業療法を提供でき

るようになれば，作業療法士の道は自ずと開けていくと思います．さあ，作業療法というスキルを身

に着け，対象者の想いを胸にともに，新時代の扉を開け一歩・一歩，進みましょう．大丈夫，皆さん

には私たちがついています．私たちにも皆さんがついています．新型コロナウィルス感染症には，ま

だまだ気を許すわけにはいきませんが，終息したその先を見据えて共に進んでまいりましょう． 
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会長行動（令和5年1月1日～3月31日） 

   1.  10 47委員会運営会議（Web） 

  1.  20  变勲受章記念企画『作業療法の基礎固めに尽力された4人の受章者に聞く』（Web） 

  1.  21  第4回臨床実習指導者講習会 挨拶（Web） 

      第21回ハートメディア市民公開講座 挨拶 

       場所：なみきスクエア 

  1.  27 介護ロボット全国フォーラム（Web） 2.  11   

      三役会議（Web） 

  2.   2 地域ケア会議アドバイザー研修会Step3（Web） 

  2.   4 第26回福岡県作業療法学会 

       場所：福岡県立飯塚研究開発センター 

  2.   6 第6回理事会（Web）   

  2.   7  九州MTDLP 運営会議（Web） 

  2.  10  北九州市60周年式典 

        場所：北九州芸術劇場 

  2.  22  九州士長会リーダー養成研修会（Web） 

  2.  24  臨時社員総会（予算総会）（Web） 

  2.  28  47委員会運営会議（Web） 

  3.   1  麻生リハビリテーション大学校入会促進事業 

       場所：麻生リハビリテーション大学校 

  3.   3  令和4年度地域包括ケア推進会議（Web） 

  3.   4 福岡県理学療法士会・作業療法士会・言語聴覚士会連絡協議会 世話人会議 

            場所：麻生リハビリテーション大学校 

      世話人会懇親会 

            場所：清州七七 博多駅前店 

  3.   8  国際医療福祉大学 卒業式（入会促進事業） 

       場所：国際医療福祉大学 

      福岡DWAT 先遣チーム養成のための意見交換会 

  3.  10  令和4年度第2回福岡JRATミーティング（Web） 

  3.  11  第4回47都道府県委員会（Web） 

     -12   場所：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター 

  3.  13  特別支援教育専門家の推薦の人選などに関しての打合せ会議（Web） 

  3.  15  令和5年度教育部事業企画会議（Web） 

           九州士長会（Web） 

  3.  16  令和4年度福岡県介護実習・普及センター運営委員会 

       場所：クローバープラザ 

  3.  29  福岡県作業療法士養成教育協議会（Web） 

 



Ⅰ．会議開催日：令和5年2日6日（月）19：00～21：00 

Ⅱ．場  所 ：福岡県作業療法協会事務所 

Ⅲ．理事総数 ：25名 

Ⅳ．参加理事数：24名 

Ⅴ．参加者氏名： 

竹中祐二，濵本孝弘，佐藤稔，丹羽敦，宮本香織，田中聡，松尾雅宜，深町晃次，籾井剛士， 

許山勝弘，峯﨑佳世子，長城晃一，黒木勝仁，轟木健市，都甲幹太，青山克実，玉野和男， 

永田敬生，長彰純，手嶋雄太，手嶋正弘，松本信雄，古賀昭彦，鐘ヶ江秀俊（以上，理事）． 

吉田秀樹，志井田太一（以上，監事）中川昇（以上，相談役） 

田邉慎一，平岡敏幸（以上，事務局）．（敬称略） 

  欠席者氏名：福田裕樹（以上，理事）． 

            

Ⅵ．議長，書記選出 

   丹羽敦理事が開会を宣言し，議長に定款第32条により竹中祐二代表理事が選出された． 

   ついで，議長の指名により議事録作成に関わる職務を行う者として鐘ヶ江秀俊氏，田邉慎一氏が 

選出された． 

 

Ⅶ．議事の経過の要領及びその結果 

議長は，本日の理事会はWEB会議システムを利用し行う旨を述べ，出席者が一堂に会するのと 

同等に適時・的確な意見表明が互いにできる状態になっていることを確認した． 

議長は上記のとおり定足数に足りる理事の参加が確認できたので本理事会は成立した旨を報告し

た． 

 

審議事項  

1）OT協会主催ゴルフコンペについて（手嶋正弘企画委員会担当理事）         →承認 

ゴルフを通し，理事や協会員が気軽に顔を合わせてコミュニケーションを図る共有の場を 

OT協会として提供したいとの提案があった．開催時期，アナウンス方法や保険について等 

検討，対忚していくこととなった． 

 

2）剰余金解決方策について（佐藤稔事務局長）                   →承認 

県庁医療指導課より令和元年～令和3年度までの公3事業の剰余金解消における指導があり， 

百万人介護予防事業が主となっている為，百万人介護予防事業として，解消方法について 

改善案が提案された． 

 

3）特定費用準備資金としての計上について（鐘ヶ江秀俊財務担当理事）        →承認 

今年度の経常予算において執行率も低い為，余剰金として予測される計400万円程を50周年 

記念事業準備資金（200万円程），作業療法会館建設準備資金（200万円程）として， 

計上したいと提案された． 

 

4）新規入会者について（佐藤稔事務局長）                     →承認 

令和4年11月18日から令和5年1月12日までの新規入会者12名の承認について提案された． 

また，会員数・F会員・F以外の会員の比率等について以下のように報告があった． 

総会員数  3298名（1月23日現在） 

F会員以外（自宅会員含む）2841名      86.1％ 

⇒自宅会員以外2591名・自宅会員250名 

F会員（自宅会員含む）457名        13.9％ 

⇒自宅会員以外353名・自宅会員104名 

2022年度第6回公益社団法人福岡県作業療法協会理事会議事録 

-3- 



5）令和5年度休会者の承認について（佐藤稔事務局長）               →承認 

令和5年度の休会者34名の承認について提案があった． 

 

6）保険委員会主催研修会講師について（濵本孝弘理事）              →承認 

保険委員会主催研修会の講師選定について以下のように講師を依頼することが提案された． 

  伊賀 信也氏（柳川リハビリテーション学院） 

  鎌田 聡史氏（株式会社シダー） 

  平川 央氏（八幡厚生病院）  

 

7）令和4年度 臨時社員総会について（佐藤稔事務局長）              →承認 

令和4年度臨時社員総会について下記のように提案された． 

日時：令和5年2月24日（金）19：00～20：00 場所：福岡県作業療法協会事務所 

（※新型コロナウイルス感染予防対策としてWEB会議での実施とする） 

 

 協議事項 

8）「次世代を担う研究助成事業 募集要項」の一部改変に関する協議        →承認 

(松本信雄学術部担当理事)  

研究助成事業の募集要項（成果報告内容）の一部改変について下記のように提案があった． 

⇒「研究成果を翌年度に開催される福岡県作業療法学会または関連する学会で報告すること． 

 さらに発表翌年の「作業療法・福岡」に投稿することを義務とする．」 

 

9）夢授業への協力（田中聡企画委員会担当理事）                 →承認 

キャリア教育研究会と協力し，北九州・直方・鞍手・中間・福岡・田川・飯塚・苅田の職業人 

が地元の小中学校を訪れ，生徒に作業療法士の活動の啓蒙・啓発を行なっていくことについて 

提案された．協会活動として内容の検討，対忚を行なっていくこととなった． 

 

10）作業療法の認知度に関するアンケート調査の実施と協力について  →一部修正の上，承認 

 （青山克実教育部担当理事） 

福岡県作業療法士養成協議会と共同実施している啓発事業ワーキンググループにて作業療法の 

認知度に関するアンケートの実施について提案された．調査方法等，修正することとなった． 

 

報告事項 

11）会長行動等について（竹中祐二代表理事） 

令和4年12月～令和5年1月においての会長行動等について報告があった． 

   

12）会員証のweb発行について（佐藤稔事務局長） 

会員証のweb発行の開始とタイムスケジュール等について報告があった． 

 

13）令和5年度福岡県作業療法協会主催研修会について（丹羽敦理事） 

令和5年度福岡県作業療法協会主催研修会の予定と研修会参加費案内について報告があった． 

 

Ⅷ．次回開催日 

令和5年度 第1回理事会 

日時：令和5年4月3日（月）19：00～21：00 場所：福岡県作業療法協会事務所 

（※WEB会議での実施予定とする） 

 

Ⅸ．閉会の言葉 

 以上の議事進行をもって理事会が終了した． 
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各部・委員会からのお知らせ 

【学術部】 

1．第26回福岡県作業療法学会関連準備委員会 

 全体準備委員会： 

  1月11日（Web会議）：33名 

  2月 1日（Web会議）：33名 

  2月 4日（Web会議）：22名 

  2月15日（Web会議）：25名 

  3月 8日（Web会議）：19名 

 四役・局長会議 

1月 9日（Web会議）： 6名 

1月12日（Web会議）：11名 

1月18日（Web会議）： 9名 

1月19日（Web会議）： 9名 

1月23日（Web会議）： 7名 

1月24日（Web会議）： 6名 

1月25日（Web会議）： 9名 

2月20日（Web会議）： 2名 

 企画局会議： 

  1月10日（Web会議）： 7名 

 広報局会議： 

  1月10日（Web会議）： 7名 

    2月 9日（Web会議）： 6名 

  運営局会議： 

    1月26日（Web会議）：10名 

    1月30日（Web会議）：10名 

  第26回福岡県作業療法学会反省会及び引継ぎ 

  会議 

    3月 7日（Web会議）：24名 

  会議動向：開催に向けた役割の最終確認， 

  リハーサル・学会終了に向けた準備など 

2．第27回福岡県作業療法学会関連準備委員会 

 四役・局長会議 

  2月11日（Web会議）： 7名 

  2月21日（Web会議）： 8名 

  3月 8日（Web会議）： 4名 

    3月14日（Web会議）： 7名 

  全体準備委員会： 

1月18日（Web会議）： 5名 

3月 2日（Web会議）：15名 

3月20日（Web会議）：19名 

  会議動向：学会方式・会場・学会テーマの選定 

  など 

3．第26回福岡県作業療法学会の実績報告 

 日 時：令和5年2月4日（土）〜26日（日） 

 テーマ：今こそ『かいほう』の意味を考える 

 会 場：オンライン開催 

 参加者：503名（登録者数） 

県士会会員：462名 

他県士会・他職種：14名 

学生：25名 

その他：2名 

スペシャルセッション：63名 

【LIVE配信】参加者：129名  

 基調講演 ：74名 

 特別講演1：63名  

 特別講演2：63名 

【デマンド配信】登録者：503名 

 基調講演 ：229名 

 特別講演1：137名 

 特別講演2：106名 

 教育セミナー1：(前半)108名(後半)47名 

 教育セミナー2：149名 

 教育セミナー3：187名  

 教育セミナー：141名 

 臨床セミナー（身障）：222名  

 臨床セミナー（精神）：118名  

 臨床セミナー（発達）：146名 

 臨床セミナー（地域）：119名  

 口述発表：842名  

 研究助成報告：42名 

 市民公開講座：324名  

 福祉機器：902名    

 総数：3819名 

4．学術誌発行のお知らせ 

 「作業療法・福岡（21号）」 

令和5年3月15日発行済 

5．次世代を担う研究助成事業 

1)研究テーマ：作業療法の効果（成果）に関連す

る研究で，会員が独創的・先駆的な発想に基づき

実施する研究課題を助成します．事業種類は以下

の2事業とし，採択においては①を優遇します． 

①令和5年度課題事業：地域の課題を改善する取

り組み 

②自由課題事業 

2)申込資格者：本会の会員に限ります．研究代表

者は正会員歴が3年以上あり，作業療法に関する

学会発表（筆頭）が1編以上ある者とします．研

究者は1件までの申請に限ります． 

3)申込方法：「助成金申請書」（別紙）を令和5

年4月30日(日)までにご提出ください．なお「募

集要項」および「申請書作成上の注意」をよく読

み記載漏れがないようお願いいたします． 

＊助成金申請書および申請関連資料は本協会ホー

ムページにあります．「研究実施承認書」および

「同意書・同意説明文書」は必要に忚じご使用く

ださい． 
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4)助成金申請書提出締切日：令和5年4月30日(日) 

5)助成金額および助成使途 

①助成金額：10万円以内（2事業予定） 

②助成金の使途および助成対象となる経費 

＊助成金は，当該研究のために直接必要である費

用に充てるものとし，申請者である研究者自身の

報酬，原稿料等または，個人の資産となる設備・

備品費等に充ててはいけません．助成金の使用は

対象年度の2月末日までとします． 

＊助成対象となる経費については，「研究助成金

の対象科目」を参照してください． 

6)研究期間：原則として1年（令和6年3月31日ま

でに完了する事業）とします． 

7)助成金申請書の提出先 

 産業医科大学病院 中津留 正剛まで 

 Eメールで送付してください． 

 E-Mailアドレス:nakatsuru@clnc.uoeh-u.ac.jp  

 

【福岡ブロック】 
1.令和4年度福岡ブロック事業企画会議 

 第6回令和5年2月15日(水)19時～20時(WEB会議) 

 参加者：9名 

2.令和4年度福岡ブロック学術部企画会議 

 第5回令和5年1月30日(月)19時～20時(WEB会議) 

 参加者：9名 

3.令和4年度第4回福岡ブロック研修会 

 日程：令和5年2月10日(金)19時～20時30分 

                 (WEB研修) 

 テーマ：入院から在宅まで重症患者に対する 

    「活動」の向上に必要な思考と手段 

 講 師：寺村健三氏（作業療法士） 

 所 属：和歌山県立医科大学附属病院 

     リハビリテーション部 

 参加者：52名 

4.令和4年度第2回福岡ブロック事例報告および 

 検討会 

 日 程：令和5年2月22日(水)19時～20時 

                 (WEB研修) 

 発表者：5名 聴講者：6名 

 

【北九州ブロック】 

<北九州ブロック> 

1.ブロック企画会議開催 

 令和5年1月10日(火)19:00～ Zoomミーティング 

 令和5年3月 1日(水)19:00～ Zoomミーティング 

 令和5年3月 6日(月)19:00～ Zoomミーティング 

2.第2回北九州ブロック研修会 

 日 時：令和5年1月12日(金) 19:00～21:00 

 方 法：オンライン研修(Zoomミーティング) 

 テーマ：介護ロボット活用に向けて 

     ～OTに期待すること～ 

 講 師：樽本洋平氏（北九州市介護ロボット等 

     導入支援・普及促進センター PT） 

 参加者：30名 

<小倉北･門司エリア> 

 エリア事業企画会議開催 

 令和5年3月14日(火)19:00～ Zoomミーティング 

<小倉南･京築エリア> 

 エリア事業企画会議開催 

 令和5年2月14日(火)19:00～ Zoomミーティング 

<八幡西･遠賀･中間エリア> 

 エリア事業企画会議開催 

 令和5年2月28日(火)19:00～ Zoomミーティング 

 事例検討会 

 令和4年1月27日(金)19:00～ Zoomミーティング 

 発表者：8名 

<八幡東・戸畑・若松エリア> 

 エリア事業企画会議開催 

 令和5年3月13日(月)19:00～ Zoomミーティング 

<広報担当> 

 エリア事業企画会議開催 

 令和4年3月22日(水)19:00～ Zoomミーティング 

 

【筑豊ブロック】 

1.第6回筑豊ブロック研修会（発達分野） 

 日 時：令和4年12月17日(土)19：00～ 

     オンライン開催にて 

 テーマ：「今をいきる子どもたちの電子映像 

  メディアとの向き合い方 

  ～with コロナ，GIGAスクールをうけて～」 

 講 師：山田眞理子氏(NPO法人子供とメディア 

     代表，九州大谷短期大学名誉教授) 

 参加者：20名 

2.第7回筑豊ブロック研修会(地域分野) 

 ※第2回の延期分 

 日 時：令和5年1月20日(金)19：00～ 

     オンライン開催にて 

 テーマ：「地域生活を支援する～作業療法を 

      語り合おう」 

 講 師：安藤栄二氏(株式会社RINSHO代表) 

 参加者：17名 

3.事業企画会議 

1)第5回事業企画会議 

日 時：令和4年12月7日(水)19：00～ 

    オンライン開催にて 

参加者：19名 

2)第6回事業企画会議 

日 時：令和5年2月8日(水)19：00～ 

    オンライン開催にて 

参加者：15名 

4.その他 

1)筑豊ブロック懇親会 

日 時：令和5年3月10日(金)19：00～ 

    オンライン開催にて 



参加者：4名 

5.今後の予定 

事業企画会議 

1)令和5年度 第1回事業企画会議 

日 時：令和5年4月5日(水)19：00～ 

    オンライン開催予定 
 

【筑後ブロック】 

1.事業企画会議 

1)第5回 筑後ブロック事業企画会議 

 日 時：令和4年12月19日（月）19:00～   

 方 法：web会議 

 出席者：11名 

2)第4回有明地区事業企画会議 

 日 時：令和4年11月17日(木)18：30～19：30  

 方 法：web会議 

 出席者：5名 

3)第4回朝倉地区事業企画会議 

 日 時：令和4年11月28日(木)19：00～20：00  

 方 法：web会議 

 出席者：4名 

4)令和4年度第6回筑後ブロック事業企画会議 

 日 時：令和5年2月20日(月)19:00～  

 方 法：web会議 

2.研修会 

1)令和4年度筑後ブロック八女・筑後地区研修会 

 日 時：令和4年11月9日(水)18：30～21：00 

 形式：ZOOM 

 講 師：平賀勇貴氏(福岡国際医療福祉大学  

     医療学部作業療法学科助教) 

 テーマ：疼痛を理解するための基礎知識 

 参加者：32名 

2)令和4年度事例検討報告会(久留米地区) 

 日 時：令和4年11月17日(木) 

 形 式：ZOOM 

 発表者：4名 聴講者：4名 

3)令和4年度事例検討報告会(八女・筑後地区) 

 日 時：令和4年10月19日(水) 

 形 式：ZOOM 

 発表者：3名 聴講者：4名 

4)令和4年度事例検討報告会(朝倉地区) 

 日 時：令和5年1月20日(金) 

 形 式：ZOOM 

 発表者：4名 聴講者：1名⇒有明地区へ移行 

5)令和4年度筑後ブロック全体研修会 

 日 時：令和5年1月15日(日)10:00〜12:00 

 形 式：zoom 

 テーマ：「地域での作業療法〜多職種連携の 

      あり方〜」 
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 講 師：茂木有希子氏(株式会社ハート&アート 

   代表取締役，埼玉県作業療法協会副会長) 

 参加者：未確認 

6)事例報告検討会 

 八女・筑後地区 令和4年10月19日(水) 

 久留米地区   令和4年11月17日(木) 

 朝倉地区    令和5年 1月20日(金) 

         有明地区へ移行 

 有明地区    令和5年 2月 9日(木) 
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社会福祉法人 粕屋町社会福祉協議会 

放課後等デイサービス あいあい 
 

【募集職種】 作業療法士 

【募集人員】 1名 

【雇用形態】 正社員 

【給  与】 243,900～258,500 

       （資格手当15,000含む） 

【賞  与】 あり 年2回 70万～90万 

       （前年度実績あり） 

【勤務時間】 シフト制 

       （8：30～19：00の間の8時間程度） 

【休  日】 固定休 日曜日、その他1日の週休 

       二日制,夏季休暇3日,年末年始6日 

【福利厚生】 健康，厚生，雇用，労災保険完備 

       試用期間終了後退職金共済に加入 

【そ の 他】 マイカー通勤可 

【備  考】 業務内容：放課後等デイサービス

における利用児への療育支援業や事業所運営に関

する業務．（児童の送迎あり） 

【連 絡 先】 

住所：糟屋郡粕屋町内橋西１丁目6-23 

電話番号：092-410-2742 

FAX：092-410-2743 

担当者名：波佐間 

放課後等デイサービスあぷりこっと 
 

【募集職種】 作業療法士，理学療法士 

【募集人員】 1～2名 

【雇用形態】 常勤社員，非常勤社員 

【給  与】 （常勤）18万円～30万円 

       （非常勤）時給1500円～3000円 

        ※経験等により相談 

【賞  与】 実績により支給 

【勤務時間】 9時～19時（常勤月140時間勤務） 

       希望シフト制  

【休  日】 日曜,祝日(週休2日制),年末年始， 

       お盆，GW，休暇，有給休暇制度有 

【福利厚生】 社会保険，雇用保険，資格取得 

       支援制度 

【備  考】 療育専門の放課後等デイサービス

です．専門のスタッフや講師の先生による研修や

相談ができる環境を準備しているので，未経験者

でも歓迎です 

【連 絡 先】 

春日市若葉台東4丁目13-2 

一般社団法人はるにれ 

電話：090-8910-6477 担当 日高 

  

医療法人泌尿器科皮膚科上野医院 
 

【募集職種】 作業療法士 

       (児童発達支援管理責任者資格所有) 

【募集人員】 1名  

【雇用形態】 正社員 

【給  与】 月給 218,750円～250,000円 

【賞  与】 年2回 計月給の4ヵ月分 

【勤務時間】 9：00～18：00 

【休  日】 日曜 年末年始休暇(12/29～1/3) 

【福利厚生】 各種保険完備 

       退職金制度あり（勤続3年以上） 

       別途時間外手当 

【そ の 他】 

 通勤費実費支給(上限なし) 

 マイカー通勤可(駐車場自己負担2千円/月) 

【備考】 2023年6月に病院内に児童発達支援・放

課後等デイサービスを新規開設予定です．この事

業所のスタッフとして一緒に働いてくださる方を

募集しています． 

【連絡先】 

 住所：北九州市八幡西区相生町3-19 

電話番号：093-621-1082 

担当者：事務長 宮田 

  



Occupation   
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                        産業医科大学病院 

河合 奈名子 

 

 この度はOccupationの執筆に携わらせていただき，ありがとうございます．バトンを繋いでくださっ

た北九州中央病院の藤原さんは私の大学時代の同級生です．大学卒業後も一緒に臨床の勉強などさせて

いただき，プライベートでも仲良くさせていただいています． 

 

 私が勤めている産業医科大学の附属医療施設として八幡西区の折尾駅から約1.5kmの場所にある産業医

界大学病院と，若松区にある産業医科大学若松病院があります．産業医科大学病院は22の診療科を有し

た2次救急体制の北九州唯一の大学病院です．療法士は31名（PT 19名，OT8名，ST4名）が働いていま

す．病床数は678床（一般病床：638床，精神科：40床．ICU10床，NICU 15床，MF ICU6床，GCU6床，無菌

室13床含む）で先進医療を提供する特定機能病院です．対象となる病気は脳卒中，外傷性脳損傷，神経

筋疾患，ポリオ，切断，骨関節疾患など多岐にわたります．また2018年には国内で初めてとなる就学・

就労支援センターを新設し，患者様・そのご家族と医師が話し合い，治療と仕事・就学との両立をバッ

クアップする支援も行なっています．また，本学にはリハビリテーション医学講座があり，多くのリハ

ビリテーション専門医が病院に在籍していることも当院の特徴の一つです． 

 私が入職した当初よりコロナウイルスが猛威を奮い出したため，コロナ禍での対忚として各テーブル

にアクリル板，アルコール液を設置し，手指消毒，アイガード，マスク着用などの徹底した実施を行

なっています．以前はデイルームで自由に食事ができていたようですが，現在は（緩和されつつありま

すが）基本的に病室で食事することや一時帰宅の制限，家族との面会はリモート中心など一定の制限を

余儀なくされています．緊急で搬送されてきて状況が掴めないまま入院生活を送る方や，長期の治療が

必要で心細さを感じていらっしゃる患者様を思うと心苦しい状況です．そんな中でも訓練室で同じ時間

にリハビリをされる患者様同士が励ましあう場面などもあり，作業を通して人と人との繋がりが生ま

れ，治療者と患者様だけでなく患者様同士の結びつきも治療に関わっていく相互作用のダイナミズムを

感じずにはいられません．コロナ禍のリハビリの対忚の一環として，一時期は病棟の担当制が敷かれて

いましたが現在は緩和され，さまざまな疾患の方を担当することができています．神経難病の方，整形

疾患の方，脳血管疾患の方，脳腫瘍の方，がんの治療の方・・さまざまな疾患のさまざまな立場・心の

有り様の患者様からの学びが多い環境で忙しい毎日ですが，充実した日々を送っています．入職当初は

大学の教科書には詳しく載っていないリアルな患者様の病態の変化についていけず，悲しい気持ちにな

ることも多くありました．現在は治療者として，患者様が人生の主体者であることを念頭に，患者様の

その時その時に向き合うことを意識して介入する必要があると感じています． 

大学病院は急性期診療棟の新築中で，その稼働は大詰めを迎えています．急性期病棟と大学医病院本

館を繋ぐ渡り廊下も完成し，正面から見る大学の景観は大きく変わってきています．今年度の夏には本

格的に稼働していくため，急性期診療棟での新しいリハビリテーションはどのようになされるのか，ど



のような患者様がいらっしゃるのか，リハビリスタッフの配置など未知な部分もありますが，そのよ

うな部分も含めて今から楽しみです．またコロナに関しては，コロナウイルスの感染症法上の位置づ

けも夏を待たずに変化が訪れるようです．リハビリテーションを巡る状況が新たに変化していく中

で，今まで以上に患者様それぞれに適切なリハビリを提供できるよう，自己研鑽を積んで精進してい

きたいと思います． 
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リレーエッセイ 
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       戸畑リハビリテーション病院 

藤川 大雅  

 

 みなさまはじめまして． 

 戸畑リハビリテーション病院の藤川大雅と申します．このリレーを回してくれた嶋川泰崇君とは同

じ職場の同期でプライベートでも仲良くさせてもらっています． 

 現在私は戸畑区にある戸畑リハビリテーション回復期病棟に勤務をしています．尐し病院の紹介に

なるのですが，病床数は173床で回復期病棟，地域包括ケア病棟，緩和ケア病棟となっています．ま

た，当院には訪問リハビリも存在する為情報共有しながら手厚い支援ができます．回復期病棟では現

在，認知症患者様を主に対象とした集団レク活動に力をいれています．コロナが流行る前はNs，CWの

協力体制の元，毎週2回実施していました．皆で花植えや体操，レクリエーションなど実施するのです

が，コロナも落ち着き最近再スタートすることになりました！やりたいレクなどもいっぱいあったの

で楽しみです！対象者全員で花壇の手入れをしている時の笑った表情を見るとOTという職業を選んで

良かったと心から思います．戸畑で有名な行事といえばユネスコ無形文化遺産にもなっている戸畑祇

園山笠があります．提灯山笠はほんとに迫力があり福岡県夏の三大祭りとも言われています．そんな

祭りにいつか患者様と行けるようになり活動の幅を増やしていけたらいいなと思っています． 

 話は尐し逸れますが，私は去年程からキャンプにハマり始めてここ最近は月に2回くらいは行ってい

ます(春，夏，秋限定)．友達と話しながらするキャンプもいいですが，1人でお酒を飲みながらボーッ

とする時間も好きです．患者様に趣味の話をすると反忚良い時が多く，今後の活動で病院の庭園など

で模擬キャンプをするのもいいなと思う次第です．今後も色んな活動を通して患者様のその人らしさ

や活力になってもらえる活動を提供出来るよう頑張ろうと思います． 
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従来郵送でお届けしていました会員証の発行は終了になりました． 

今後はオンライン会員証となります．会員証の表示は公式LINEからがスムーズです！ 

 

会員証システムにログインする 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「会員番号」には協会の会員番号を入力してください． 

「パスワード」には福岡県作業療法協会に登録している電話番号（個人又は勤務先）を入力し， 

「ログイン」をタップしてください． 

 

 

 

 
オンライン会員証について 
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会員証が表示されます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

   会員証が表示されます． 

 

   講習会等に参加される際は，この会員証画面を 

    

   提示頂きます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーになる場合 
 

 

 

 「会員番号かパスワードが違います。」と表示されます． 

 

 

  会員番号・パスワードがわからない，忘れた場合は 

 

  協会へお問い合わせ下さい． 

 

 

  会費未納の方もエラーとなります． 

 

  その場合は協会へ連絡頂き，会費納入をお願いします． 
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異動の際の手続きについて 

 

 職場・自宅等の変更のあった方は，必ず文書で

県協会事務局へご連絡下さい. 

 協会ホームページ(http://www.fuku-ot.org/)

へアクセスし，入会・異動・退会の項から届出用

紙をダウンロードして下さい. 

 用紙に異動前・後の施設名，郵便番号，住所，

電話番号を明記して下さい.自宅住所の変更もお

忘れなくお願いします. 

 ご不明な点は，福岡県作業療法協会事務所まで

お問い合わせ下さい. 

TEL  093－952－7587 

 

編 集 後 記 
  

 新年度となりました．新型コロナウイルス感染

症の感染対策も3年以上続き，ようやく尐しずつ

ですが以前の生活に戻りつつあります．オンライ

ンでの開催となった県協会主催の研修会も徐々に

対面での開催へと移行していくでしょう．コロナ

対策で制限された活動もありますが，コロナ禍だ

からこそあらためて大事だと再確認できたことも

たくさんありました．多くの施設では，学生生活

をコロナ禍で過ごし，現場での臨床実習を十分に

経験できなかった学生が入職していることと思い

ます．臨床実習指導のあり方も新しい形へと移行

することが求められています．将来の作業療法士

を育成するために，養成校と現場の各施設が卒

然・卒後教育で協力していく必要があると感じて

います．今後とも当協会の活動へのご支援・ご協

力のほど何卒よろしくお願い申し上げます．   

  （広報部 許山） 


